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新 方 遺 跡 の 発 掘 調 査 事 業 は 、 株 式 会 社 大 協 の

協 力 を 得 て 実 施 しな した 。

発 掘 調 査 に 当 っ て は 、 野 地 脩 左・ 小 林 行 雄・

檀 上 重 光 の 三 先 生 に 指 導 を 受 け ま した 。

表 紙 は 、 本 遺 跡 出 上 の 環 状 石斧  (原 寸大 )
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1. はじめに 新方遺跡は昭和 45年度に兵庫県教育委

員会が・ 山陽新幹線の建設工事に先立って

行った分布調査・確認調査によって発見さ

れた遺跡です.その後,宅地造成工事や工

場建設工事に伴う小規模な発掘調査が実施

されてきました。神戸市教育委員会は昭和

.51年度,遺跡の性格を明らかにするため

に,玉津町西河原から新方一帯にかけて試

掘調査を実施しました。その結果,当遺跡

は弥生時代前・中 。後期,古墳時代.奈良

時代・平安時代・鎌倉時代と続く,大複合

遺跡であることがわかりました。その後の

調査でも数多くの土器や石器が発見されて

おり,当遺跡が神戸市内でも重要な遺跡で

あることが知られています。

今回の調査は昭和 57年 4月 16日 から

開始し,約 330″の範囲で耕土下 6 5Cη

～320C“の深さで調査を行いました。

明石平野は,その中央部を流れる明石川・

その支流である伊川・炉谷川などによって
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2.周辺の地形と環境



形成された沖積地です。明石チキ|はゴヒ区山田

町藍那付近に源を発し,右岸には印南台地

と呼ばれる高位段丘面があり,平野町黒田・

常本地区には発達した低位段丘面がありま

す。玉津町居住 。田中]伊川谷町別府・池

上付近では扇状地状の地形を呈し,こ のあ

たりから沖積地が明石海峡に向かって広が

っています。
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この明石平野に人類の痕跡が始めて残さ

れるのは,明石市西八木で発見された明石

原人と呼ばれる人類で,今から約 20万年

前の旧石器時代のことです。また,今から

約 2万年前の後期旧石器時代に使用されて

いたナイフ型石器と呼ばれる石器が神戸市

内容地で発見されていますが,生活の痕跡

を示すような遺跡は発見されていません.

縄文時代の遺跡としては,垂水区内では

前期末の大歳山遺跡,中期の舞子浜遺跡 ,

後期の元住吉山遺跡などがあります。元住

吉山遺跡では後期の後半の土器が炉址と共

に発見されています。

弥生時代に入ると,明石平野には数多く

の遺跡が出現してきます。玉津町吉田遺跡

は,近畿地方でも最も吉い時期の遺跡の一

つで,早くから明石平野において稲作を主

とする農耕が定着したことが知られます。

弥生時代前期の遺跡としては,こ の他,新

方・片山 。今津・居住 。常本遺跡などがあ

り,前期の段階で平野の全茨に農耕を営む

集落が広がったと思われます。中期に入る
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と遺跡数は増加 し,青谷などの丘陵上にも

集落が出現します。このような丘陵上の集

落は中期の後半に明石川 。伊川・炉谷川の

中流域にも数多 く出現します。西神 50地

点 。如意寺裏山・頭高山遺跡などが代表的

な遺跡です。後期の遺跡とし.ては吉田南遺

跡・高津橋岡遺跡などが代表的なものです。

吉墳時代の遺跡としては,先の吉田南遺

跡や池上,ロ ノ池遺跡などから集落址が発

見されています。

また,古墳では天王山 4号墳が 4世紀の

中頃に出現し,瓢塚1王塚などの前方後円

墳が造られるようになります。

6世紀代には西神ニュータゥン内や平野

町印路。平野町中村などで小形の円墳が群

をなす・「群集墳」が形成されています。

歴史時代の遺跡は明石平野各所にあり,

奈良・平安時代の郡衛と考えられる吉田南・

出合遺跡などがあります。
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3.調査の概要

A)鎌倉時代

今回の発掘調査は昭和 57年 4月 16日

より,約 330″を対象にして実施してい

ます。

今回の調査では,鎌倉時代 (13世紀 ),

吉墳時代 (5世組～ 6世紀 ).弥生時代中

期 の遺構面が検出されています。

この時代の遺構としては掘立柱建物址 5棟・

溝 1条・土拡 1基が見つかっています .

嘲
苗

掘立柱建物址は調査地区外に延びているた

め,正確な規模については不明です。

数か所の柱穴からは柱根が発見されまし
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須恵器皿

土師器皿

た。また,「下駄」が柱穴の一つから出土

しています .

溝は幅 1.8■ ,長さ 8η ほどのもので ,

深さは 25C“内外の浅いものです。この溝

と柱穴の一部が重複しており,溝が古く,

掘立柱建物址が新しいということがわか っ

ています。

土広は径 60C■不整円形のもので深さ

60C■を測ります。

この時期の遺物の多 くは,土,� 。溝から

出土していますが,柱穴の中からも出土し

ています。土転からは,須恵器握鉢・椀・

皿,土師器不・皿・羽釜などが出土してい

ます。溝からは,須恵器椀・皿・ 土師器椀

皿と共に中国より輸入された白磁統が出土

しています。

一　　一　　一一
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B)吉墳時代

須恵器 郷蓋

第 3遺 構 面

第 5篇 1

一 一
J

ブ

古墳時代の遺椿は 5世紀中頃から 6世紀

後半まで時期的にも巾があります。遺構に

伴わない遺物には 5世紀前半のものも多 く,

かなり長期にわたって周辺部に遺稽が存在

した ものと考えられます。

今回,検出した遺構は竪立住居址 3棟・

溝4条,土砿3基です。

〆
√工

町

この住居llLの時期は第 1号住居址 (5世

紀中頃 ),第 2号 。3号住居址が 5世紀後

半のものです。

3号住居址からは多量の玉類・ 玉類未完

成品が出土し,玉造工房址と考えられます。
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須恵器

第 3溝

2号住居址からも少量ですが玉類が発見さ

れていますので,これも工房l■ と考えられ

ます。 と号住居址では,玉類は発見されて

いません。

ここで発見された玉類の石材は滑石 。遷

玉・緑色凝灰岩などを素材としたものです。

完成品・未成品はすべて勾玉 。管玉・臼玉

などの類で ,原石・未成品・製品の各段階

のものがあり,その工程を知ることができ

ます。 4条の溝のうち,第 2～ 4溝は,ほ

ぼ 5世紀の後半のものと考えられます。ま
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な第 5溝は 6世紀後半のものです。

玉造の工程          新方遺跡から出土した玉類や玉類の未成

品からは,前述したように,原石～未製品

～製品があり,玉の製作工程を知ることが

できます。

。 まず,玉を作るのに適した大きさに採

取した原石を割ります。

O 管玉をつくる場合 ,その石を管玉の基

本的な形である四角柱に割ります。

。 その四角柱から,さ らに円柱状にする

ため表面や角を削ります。

。 ほぼ円柱状になってきたところで,上

下両面から,穴を開けます。

。 穴を開ければ,角を砥石でみがいて ,

正円柱状に仕上げます。

―圏‐   「 S―一  ―
t]―

     ―
ti―

O       ◎
己 口

管玉製作工程
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勾玉も形は異なりますが,管玉とほぼ同

じ様な工程をへて1作 られたと思われます。

。 まず,原石を適当な大きさに割ってか

ら,勾玉の基本的な形である半円状に割

ります。それからさらに,三日月形に打

ちかきます。

。 最後に穴を開け,全体に丸みをおびる

様にけずり。みがいて仕上げます。

今回の調査では,前期から後期までの各

時期の土器が出土しています。この内,前

期と後期のものは,ご く少量で遺構も発見

されていません.検出した遺物の大半は中

期のものですが,遺構は中期中頃～後半の

ものばかりです。

現在までに発見された遺構は溝 1,木棺

墓 1基・焼土を伴う落ち込み (住居址 ?)
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C)弥生時代
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第 4遺 構面

飯蛤壷

M

などです。

今後・調査の進行によっては,遺構の数

は増加するものと思われます。

溝の規模は幅 3紀 9深さ 30～ 80師で ,

溝中の上層では中期中頃の壷・箋・高不な

どの器種が何層にも重なった状態で出土し

ました。出土した土器の中には飯蛤壷が約

20個ほどまとまって出土しています。現

在,下層を調査中ですが,ま だ。かなりの

土器が出土しています。
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弥 生 時 代 中期 前 半 の 土 器
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弥 生 時 代 中期 中 頃 の 土 器



環状石斧

石 包 丁

木棺墓は幅 6 0Cm,長さ 1 8 0Cη の木棺

内に遺骸を安置したもので,人骨の残存状

況は良好で,頭骸骨・脊椎 。骨盤 。肋骨・

手骨 。大腿骨・足骨などが残 っています。

頭を西に向け,顔はやや北側に向いており,

仰臥屈葬です。両大腿骨の間に大きな石を

検出しました。人骨よりも少し浮いた状態

で検出したため,棺蓋上に置かれたものと

考えられます。時期については副葬品など

がなく,よ くわかりませんが,弥生時代中

期後半～後期のものと考えています。埋葬

された人の年令・性別については ,今後調

査しますので,は っきりすると思います。

中期前半の土器は主に調査区南半部に集

中しています。弥と時代の生活面は南に向

って傾斜しており,最も深い所で耕土下 3

aを超えています。この付近の深い部分に

は炭化物を多く含む粘土層がみられ,こ の

中に獣骨や木材と共に土器が出土していま

す。炭化層の中からは炭化米や犬・鹿 。猪

などの骨が数多く発見され,当時の自然環

境や当時の人々の食生活を知る上で重要な

資料が出土しています。
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第 2遺 構 面

ま ―と め

第 I遺構面

第 Ⅱ遺構面

第Ⅲ遺構面

新方遺跡では,こ れまでの調査によって

各時代にわたる 4枚の遺構面 (生活面 )が

確認されています。

建物址]それに,生活用具が多量に出土

しているところから鎌倉時代の集落址の一

部分であると考えられます。

奈良時代か鎌倉時代の陸畔状遺構が検出

されましたが,性格等は不明です。

?       H

第Ⅲ遺構面直上に堆積している遺物包含

層と第Ⅲ遺構面からは,玉類の未製品,生

産過程で出る石材のはく片などが多量に出

土しています。石材は滑石・緑色凝灰岩・

碧玉が大部分を占めています。

-17-



また竪穴住居址の床面からも多量の未完

成品,は く片が出土しており玉造工房址で

あることは確実です。

一般に玉造を行っていた遺跡は玉造遺跡

と呼ばれていますが,新方遺跡も玉造遺跡

ということができます。

玉造遺跡としては新方遺跡が県下ではじ

めての発見です。

現在畿内では,玉造遺跡と考えられてい

る遺跡が数か所 (奈良県曽我遺跡・布留遺

跡,大阪百者鳥遺跡,陵南遺跡・抽松南高

田遺跡 )知られているにすぎません。

これらの遺跡が発見されるまでは,玉類

の製造址は山陰地方や北陸地方 (原石が産

出する。 )で知られており,これらの地方

から畿内にもちこまれていたと考えられて

きました。近年畿内で玉造遺跡と考えられ

る遺跡が発見されるようになり,畿内でも

玉類が造られていたと考えられるようにな

ってきています。

(例 舶松南高田遺跡 )

今回の工房址の発見は,これを裏付ける

ものとして学術上重要な発見です .
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今のところ出土品については未整理のた

め詳細に述べることができませんが,原材

料から未製品,完成品までの製作工程がよ

くわかる資料が得られています。

このことは当時の玉造の生産形態を考え

る上で重要な資料が得られたことになりま

す。

また,この事実から新方遺跡まで原石を

どこから運んできたか。

新方遺跡で生産された玉類は,どのよう

な方法でどのあたりまで運ばれているか。

この時期の集落址は市内でも何か所か知

られているがなぜ新方遺跡で玉造が行われ

るようになったのか。などといった問題提

起がなされてきます。

今後,新方遺跡や周辺遺跡を調査する場

合に重要な問題を提起したことになり今回

の調査の成果は極めて大きいといえましょ

う。

第 Ⅳ遺構面の溝は人工的なものと考えら

れ,弥と時代中期の土器が溝中に放棄され

第Ⅳ遺構面
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第 V遺構面

た状態で多量に出土しました .

また木棺墓中からは人骨が良好な残存状

態で検出されました。弥生時代の完全な人

骨出土例は県下で 2遺跡日です。

今まで市内でも人骨の一部が発見される

ことはありましたが (楠荒田町遺跡 ).全

体の形を残した人骨の出土例ははじめてで

す。

現在調査続行中のため,第 V遺構面につ

いては今後の報告にゆずりたいと考えてい

ます。

以上のように市内でも前例をみない新発

見の遺構 。遺物さらに多量の出土遺物・ 5

面も存在する遺構面など,新方遺跡は学術

上価値の高い遺跡といえます。
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弥 生 時 代 中期 前半 の土 器 文 様
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弥 生 時 代 中期 中 頃 の上 器 文 様







東 求 女 塚 古 墳 飼 地 説 明 会 資 料

昭 和 す7年 ワ 月 2る 日

神 戸 市 教 育 委 員 会
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表 紙 説 明

摂 津 名 所 図 絵 に の せ る方 原 処 女 を め ぐる争 い の 図

調 査 に つ い て 、 神 戸 市 文 化 財 専 門 委 員 野 地 脩 左ヽ 、 小 林 行 雄
種 上 重 光 の 三 先 生 の 指 導 を得 な した 。 ま た 、 地 元 の 方 々 の種
々の 協 力 を得 ま した 。
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1 苑原処女の悲恋伝説

と東求女塚古墳

東求女塚古墳 は、阪神住吉駅の東方 毘 00mに 位

置 してい る古墳 です 。古墳 は、すでに墳丘を削平 さ

れ 、神戸 市立遊喜幼維園 と求女公園が現 在 その上に

築 かれ ています。

東求女塚古墳 は、灘区都 通の西求女塚古墳 、東灘

区御影塚町の処女塚古墳 とともに ド墨督 あ発名 畠処

女」 をめ ぐる悲恋伝説にゆか りのある塚 として古来

有名 です。この悲恋物語 は、当時 この地方 で伝承 さ

れ ていたものが万葉集 に と りいれ られ 、その後大和

物語や謡曲等 に歌われ、多 くの人々に親 しまれ てき

ました。万葉集にのせる高蘊虫麻 Sの歌では、処女

の墓を中におき、壮士の墓をこなたかなたに築いた

といわれています。東求女塚古墳は、菟名員処女を

めぐって争 った二人の男性のうち、信太壮士の墓だ

といつの噴からかいわれています。
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2 その後 の東求女塚

古墳

東求女塚古墳 は、明治の頃 までは墳丘 が残 つてい

ま したが 、この古墳の土が壁上 に適した赤土 であ つ

たた め、掘 り荒 らされ 、その際鋼鏡 る面、車輪石 、

剣 、玉 、人骨 、木片等 が 出上 し ました。その後明 治

JJ年 頃|ク 面の鏡片 が 出上 したといわれ ています 。

出土 した鏡は、三角縁神獣鏡 、画文帯神獣鏡 、内行

花 文鏡 ですが 、これ らは現 在 、東京 国立博物館 に保

管 されて ぃます。

後 円部の内部主体 は、堅 穴
′式石室であ つた といわ

れ ますが、詳細 は不明です。

その後明治 ぎ 7年頃、阪神電車の鉄道敷 の 上取 り揚

とされ、古墳の前方部 は削平 され て しまいました。

古墳 の跡地は、大正 7年遊喜幼稚 園設 立 とともにそ

の園庭 とな り、月在 に至 つて います。なお、後円部

は昭和 ぎ 0年 1頃までは残 ってい たよ うですが、 これ

も削平 され、その跡地は堀在 、求女公 園にな ってい

ます。

束 求女嫁古墳 ユ1土

三角縁神 猷燒

二〔た,県 lt ittt名 膀 天然::己 I千

■調査
'1告

第 4軒≧よ う

央

圏

ノ
求

女

瞭
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3 周辺 の歴 史的環境 六甲の山並みを背後に控え、甫に海を望む阪神地

方は、気候が温暖で、人間 の居住には適してお り、

その跡を示す遺跡が数多 く残されています。東露区

内では、数万年前の旧石器時代にまでさかのぼ る遺跡

は知 られていませんが、隣の灘区滝 ノ奥遺跡や桜ケ丘

遺跡B地点、芦屋市朝 日ケ丘遺跡では、旧石器時代の

プレイ ド、ナイフ、尖 頭器などが出上しています。

縄 文時代の遺跡としては、芦屋市の朝 日ケ丘遺臥

山芦屋遺跡が、この付近では有名ですが、東灘区内で

も本山町小路井戸田遺跡から石匙が認点出上していま

すぃそのうち、東灘区でも、縄文時代の生活lLが発見さ

れる日が来るものと思われますぃ

現在の日本社会め基礎を築いた弥 生時代に入ると

東灘区内でも、かなりの遺跡が知られています。こ

の時代は主に低湿地を利用して、水稲耕作を行って

ぃたと思われますが、六甲出麓や、屋根上に遺跡が

点在しています。屋根上の遺跡としては、東露区内

では、ホ塚山遺跡、荒神山遺跡 、金鳥山遺跡、保久良

神社遺跡等が弥生時代中期から後期にかけて存在し、

山麓の遺跡 としては、坂 下山遺跡 (中 期 )、 森北町

遺跡 、(後期 )、 郡家大蔵遺跡 (後期)が有名です。

弥 生時代前期の上器は、井戸田遺跡や処女塚古療内

-27-
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生駒鍋鐸実測図

兵 たII云 (分 化 用調査 報告 第 1冊

「 神 戸市桜 ケ丘釦ご予・ 鋼貨 」 よ う

か ら出上 してお り、前期 の遺跡 が東灘 区内 にも存在 し

ていたものと思 われ ます。

六 甲山系南斜 面は、青銅器が多 く出上 したところ

です。灘 区の桜 ケ丘 遺跡 は、銅ぽ が /子 回、銅 丈が

7回出土したことで、あまりにも有名ですぃ漂露医で

も、渦 ケ森、生駒、森の各遺跡 で銅
鍔

掛 出土し、保久

良神社 磯内からは銅 えが出上しています。

このように、弥 生時代の東灘区は、青銅器を保有

する有力な「ムラニ「ムラ」が、競いあっていたもの

と思われます。

こ¢弥生時代の発展を うけて、占墳時代に入ると

有力豪痰は、古墳を築 き始めます。御影塚田」の処女塚

古墳、岡本のヘボソ嫁古墳 、住吉の東求 女塚古墳等

が、あいついで作られました.鏡や剣、玉類などの

豊富な副葬品から、これらを保持していた支配者の生

前の力が、しのばれます。

中期古墳は、東灘区内では、RElら れていません〇倭

期に入ると、岡本から森北町にかけての山麓に多数の

古墳が築造されました。岡本梅林や鴨子ケ原の古墳群

が有名ですが、そのほとんどは消滅してしまいました I

現在、神戸女子薬大構内に /基残 っているだけです。

岡本梅林古墳群の中には、小型の家型石権を収めた
-28-
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古墳もあ りました。

この時代の集落難れま、東灘区内では、まだ確認され

ていませんが、御影中町遺跡では、滑石製模造品が

す世紀末の上器とともに出上しています。古墳時代の

祭 相漉跡の可能性があります。

古代国家が成庄 すると、この地域は摂津国え原郡

に編入され、大規模な土地の地割が行われたようで

す。これを条里制とよんでいますが、本山町岡本に

ば、それを示 す「八条垣」という字名が残されてい

ます。苑 原郡箱ほ御影の郡家大蔵遺跡周辺 に存在した

と考えられています。

飛鳥時代以降、各地で寺院が建立 されます。芦屋

では、芦屋廃寺が存在していましたが 、保久良神社

からも奈 良時代の軒丸瓦が出上してお り、ここに寺

院があった可能性があ ります。奈 良時代には、山陽

道も整備 され 「
葦 屋駅」がおかれました。

注 :現在の神戸市東灘区から芦屋市にかけては、

古代 において「 葦屋ことよばれていました。

-29-



4 今 回の調査結 果

東求女塚古墳

葺 石断 面図

遊喜幼稚園の菌舎 bri葉正挙に伴 Vヽてf東求女嫁古墳

の規模、胞設、その残存状況等を調査するため、昭和

す7年 ♂月 ワ日から、発掘調査を実施 しました。調査

面積は、約 /芝 θθmです。

これまでに、明 らかになったところでは、古墳は、

前方部を北西に向けて作 られた前方後円墳 で、今回、

その前方部と、北側 、西側の逸を検出しました。こ笙の

幅は約 /Om、 深さは 0・
『

～ /mです。療丘斜面には

葺石が葺かれています。葺石は、花れ岩や、けつ岩

などの川原石を用 い、基底 に根石を置 いて、その上に

石 の面をそろえて順次 つみあげてあ ります。葺石 は

根 石 か ら、ほぼ垂直 に立ち上が り、途 中で !く 」の字

状 に折れまが り、第一 段のテ ラスヘ のびているもの と

考え られます。葺 石 が垂直 に立ち上が るのは、恐 らく

砂 の地山を削平して古墳を築 いたための処 置 と思わ

れますが、他 に例を見 ない珍 しいもの です 。根 石は横

積 みを原員Uと しますが、中には縦 に置 いた例も見 られ

ますぃ

明治の地籍 図によると、古墳 の全長は約 牛字間 (

′θ凪)、 後 円部 は約 ワ る間 (子 7m)、 前 方音5幅は

約 認 J間 (字 ワm)、 前方部長は約 認 J間 (字 認m)で

す。今 回の調 査 では、,そ の うち、前 方部幅 Jる m、 前

-30~



求 女 塚 地 籍 図

兵 庫 県 史跡 名勝 天 然 記 念

物 調 査 報 告 第 4集 よ り

5、 出土遺物

方部長 J/mが明らかになっています。

工__…拿二__工
41れ

圏構地塚女求ノ凹奥|1吉仕 闘 六 第

なお、古墳の療丘を掘 りこんで、戦時中の防空 壕

が作られていました。長さ 7m、 幅ワШの木の部屋で

船の廃材や電柱を利用して作 られたといわれていま

す。その中には、瓦 や陶器片とともに焼夷弾も捨て

られていました。̂防 空壕の積 には、肥桶や認0匹の犬

の骨を捨てた桶もあ りました。戦時中の生活を示す

資料といえますφ

今回出上した遺物は、それ程多 くありません①き、

墳時代の層に至る前に 、平安時代未か ら鎌倉時代に

かけての■器を合む層がありく'そ こか ら須恵器塗 歎

籟 (歩盛 `土師器小理、/PA、 羽を 、黒色土器等の破片

が出土しています。これ らは 、いずれも小片で 、

復元できるものはありません。

崩溶した葺石上や周海内か らは、古墳時代 の須恵

器 ●■、10整り や土師器 (高不、金 )土錘などが

-31~
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左三二
/″zニモとこ

1弥生 土 器

弥 生 土 器

須 恵 器,甘

須 恵 器 杯 奪
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土 師 器

須 恵器理 鉢

6、 まとめ

♀ ` : t J 〒       lPCm

出土 してぃます。 目下、整理中で、詳 しい ことは

わか りませんが、須恵器は、と世糸己～ 7世紀 1こ か

けてのもので、土師器は、す世紀代のものと思わ

れます〇

占墳の盛土内か らは、弥 生土器 (V様式)が出

土してぃます。

なお、歩避輪 は出土 していません。

東求女 塚古墳は、これまで出土 した遺物か ら、

非常にきい古墳で、字世紀後半代に築造 されPcと

考え られてきました。しかしく今 回の調査結果か

ら、前方部の幅が広 く、しかも運を持つとい うよ

世紀代の古墳の要素も子旨摘 できます。 たしかに,ユ

ー33-



輪 は出土 してぃ ませんが 、これを 、この他競 の特

争 (岡本のヘボソ 射 策にも埴 輪はありません。〉

と考えると、東求女 場さ墳は、従来考えられてい

た築造時期より、若千時期が新しくなる可能性が

あります。     ´

菟 原処女の悲恋伝説 1こ 関わる三古墳の中では、

処女塚古墳が一番古く、次いで東求女塚き墳、西

求女塚喜墳の順で築造されたと考えられます。こ

れら海岸 濯�ヽ の古墳と岡本のヘボⅥ祭占墳のよう

■中沿の吉墳との関係を考えると、当時の集落址

が 山麓沿 い に煮在していたことを思えば、ヘボソ

塚 占墳は在地の古墳でぁり、海岸沿 Vヽ の古愛は、

海を意識して作られている占墳と考えられます。

当時の主要交通路が海路 であ ったことを思えば 、

海上交通 と何 らかの開係 のある集 lNIIlの 古壊 かもしれ ま

せん。

これ らの古壌の相 互関係 を考 えてい くことに よつて

古墳時代前期の電 原地 方の歴 史にせまることがで きる

と思 われ ます。

最後 に fよ ります が 、東求 女塚 古嬢 は 、全 長 約
『

Om

で現存す る神戸 市内の古壌の中では第 字位 の古築 です 。
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周 辺 遣 跡 地 名 表

番 号 遺 跡 名 墳   形
規模

全長
出 土 遺 物 等 備  考

東 求 女 塚 前方 後 円
西面

約80m 銅鏡 6面、車輪石、刀 一部残存

2 処  女  塚
南面

約69m 葺石、箱式石棺、勾玉 現   存

3 西 求 女 塚
東面

約90m

坊 ケ 塚
南面

約40m 詳細不明 消  滅

5 扁 保 曽 塚
西面

約60m
銅鏡 6面、石91

車輪石、玉類

6
鴨 子 ケ 原

群 集 墳
詳細不明

7 伊  賀  塚

8
岡 本 梅 林

群 集 墳
削抜小型石棺
家型石棺、刀、土器

9
生 駒 群 集 墳

鰤戸女子薬大構内)

円 横穴式石室 半   壊

10
城 山 南 麓

群 集 墳

三 条 群 集 墳

０
る 王 山

銅鏡2面、勾玉、鉄魯k
管玉、小玉、甲胃

消   滅

番 号 遺 跡 名 時   期 立 地 検 出 遺 構 ・ 出 土 遺 物 等

13 滝  ノ  奥
旧石 器 ～

室 町
尾 根

経塚、火葬墓、掘立柱建物、和鏡、

古銭、経筒、独鈷粁

14 伯 母 野 山
期

期

後

中

文

生

縄

弥

頂

腹

山

山 住居址、壷棺、土器、石器、鉄器

15 桜 ケ 丘 B
器
期石

帥
旧

弥 尾 根 住居址、土器、石器

16 桜  ケ  丘 弥 生 山 腹 銅鐸14日 、銅支 7口

17
桜 ケ 丘

(申新田)
縄文 前 期 山 腹 鶴 状耳飾)
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番 号 遺 跡 名 時   期 立 地 検 出 遺 構 ・ 出 土 遺 物 等

18 篠 原
縄 文 晩期

弥生中、後期
山 麓 土器

19 郡 家 大 蔵
弥生 後 期

奈良、平安
掘立柱建物、土器

20 赤  塚  山 弥 生 中期 山 腹 土器

９

μ 荒  神  山 亦生中、後期 尾 根 住居址、土募、石器、土器

22 岡 本 梅 林 弥 生 山 腹 土器、石器

23 金  鳥  山 弥 生 中期 山 腹 住居址、土器、石器

24 保 久 良 神 社
弥生 中期

奈良、平安
山 腹 土器、石器、銅支、瓦

25 生 駒 弥 生 山 腹 銅囀

26 森 】ヒ 町 麻生中、後期 山 麓 土器、石器

27 三 条 岡 山
弥生 後 期

鎌倉、室町
土器、陶器

28 山  芦  屋 縄 文早 期 押型文土器、石器

29 会  下  山 弥生中、後期 尾 根
漢式三角艤【住居址、墓址

土器、石器

30 朝 日 ケ 丘
器
期石

�
旧
縄 山 腹 ブレイド、石鏃よ石匙

つ
０ 深 江 弥 生 扇状地 土器、石器

32 渦  ケ  森 弥 生 山 腹 銅ぽ

33 坂 下 山 弥 生 中期 山 腹 土器、石器

34 森 奥 弥生 後 期 尾 根 土器

35 森 弥 生 山 腹 銅轄

36 御 影 中 町
古   墳

奈良、平安
扇状地 滑石製模造品、緑釉、土器、鏡
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東 求 女 塚 古 墳 平 面 図
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東石ケ谷 1号造現地説明会資料

神戸市垂水区舞子陵所在

昭 和 58年 1月 15日

神 戸 市 教 育 委 員 会
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東 石 ケ 谷 1号 墳 1発 掘 調 査 に つ い て は

神 戸 市 衛 生 局 の 協 力 を 得 ま し た .

表 紙 説 明 東石 ケ谷 1

出土 した

号墳玄室か ら

須恵器 羅

1/2

-44-



はじめに

これまでの調査

東石ケ谷 1号墳は,舞子古墳群 のほぼ中

央に所在する東石ケ谷支群中の古 墳です。

舞子古墳群は,舞子丘陵上に存在する後

期古墳の総称です。

かっては 100基以上もの古墳 があった

といわれていますが,今では約 20基を残

すのみとなりました。

東石ケ谷支群の西側の西石ケ谷 支群を

55, 56年度に 1～ 6号墳計 6基を調査

しました .

これより以前には東石ケ谷支群 の南東の

尼ケ谷支群 3基を 39年度に,ま た南西の

東市ケ坂支群 2基を 52年度に調査 しまし

た _

ほかに舞子丘陵では殊生式土器片 ,石器

等も採集されています。

-45-



舞子坂′号員 。認号墳墳丘実測図

4号墳・ 5号墳地形笑測図



古墳の立地 東石ケ谷 l号墳は,標高 80η 前後の平

たい尾根上に存在 します .

北から南へ伸びる尾根がやや西 に屈曲す

る所に所在 し,またこの尾根の先端部には

東石ケ谷 2号墳があります 。

古墳は南北約 二7■ ,東 西約 14■ のや

や南北に長い円形をしてい ます。

現在残っている墳丘の高 さは,約 1.6“

です。

古墳の周囲には堀が掘られており,特に

西側の堀は深く掘 りこまれて明瞭です .

西側の堀が石室入口に向かって曲がる部

分に須恵器磐あ破片が集積 した状態で出土

しました。葬送に伴う儀式を行ったのでは

ないかと考えられます .

古墳は,尾根を石室の外形に掘 り石材を

積み,それと併行 して盛土を行って築造さ

れたようで丁 .

また墳丘盛土中には比較的多 くの弥生式

土器片やサヌカイ ト片が検出されました。

内部主体は,横穴式石室で,玄室右側に

袖をもつ ,右片袖式の石室です。

-47-

古墳の形と大きさ

石室の形態と大きさ
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石室内部の状態

石 室 各 部 実 長

単 位 m

袖部から入口にかけての 3個の石は,縦

積にしており他の石材は一部をのでいて横

積にしています .

石室は側壁が天丼に向かってじ ょじょに

せり出す・持ち送 りがみられます 。

現在残っている側壁の高さは,床面から

約 2“ です。

さらに石室内から石室外へと排 水溝が掘

られてぃました .

石室の開口方向は,ほぼ南向で す。(N4°

30′ ])

石室内には多 くの石材と土砂が流れ込ん

でいました。これらの石材のなかには,後

世に石を運び出すために割ろうと したクサ

ビ痕が見られるものもありました .

石室内の石と土砂を取 り除くと石室の床

面上ほぼ全面に炭が敷かれていま した。こ

の炭の厚さは,2～ 7 Cηありました。

炭のなかからは,少量の須恵器片 ,鉄片

及び金環 1点が検出されました。

床面には多 くの遺物と石が検出 されまし

た。
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玄室床面

排水溝

撃艶繭

最奥部の東側には,須恵器短脚高杯蕉

提瓶 ,土齢基小型塞客 1,点づっ出土 し,こ

れらは原位置をとどめてい るものと考えら

れます。

ほかの土器類は鉄器類はほとんどのもの

が原位置をとどめていませ んでした。

また遺然を入れた棺をのせた台と思われ

る石も検出されてぃます。

晃形の須恵器杯身は伏せられた状態で ,

ほかは破片が散乱 した状態で出土し,入回

床面で金環 1点か検出されました .

排水溝内からは須恵器が集積した状態で

検出され,その多くは甕片であり,ほかに

ガラス小玉 l点が出上しました。

ガラス小玉 1点

完形の須恵器杯身
土師器 須声器

|

|

~◇ G

須恵器集積
く`ヽ ´

柏 台
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出土遺物 一 覧表

須 恵  器 鉄  製  品

預
杯
　
表
杯
　
　
提

サ藻
　
辞
蓋
　
　
瓶

ミ

一望

軍

犠μ
短

台 付 長 象 壷

長 脚 高 杯

短  脚   ″

み ウ         や｀

平     瓶

菱

5

4

4

3

1

1

5

1

2

2

親
う
刀

斧 ?

不

11

4

1

2  3

装  身  具

ガ ラ ス 小 玉

２

　

　

　

　

１

土  師 器

甕型

　

鉢

小

石  製  品

教石
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石室の炭敷とその検討

小 結

殊生時代住居址

検出の経過

古墳が築造ざれ,埋葬が行われます。そ

して,そのあと内部の副葬品をうち砕き石

室入回の排水溝のあたりにかき出したと思

われます。

(これは玄室内に残された須恵器甕片と

排水溝内須恵器甕片がひとつの個体として

復元できることからも考えられます.)

副葬品をかき出したのち,石室 全体しこ炭

を敷いたと考えられます。

しかし炭敷の上面からの遺物の出土がな

くいつ頃,誰が,なんのためにこの炭を敷

いたのかは不明です。遺物の整理 等から今

後検討 していかねばならない課題 です。

遺物 ,石室の形態から,東石ケ谷 1号墳

は, 6世紀の未頃の古墳と考えられます .

また古墳北西部箱式石棺状の埋葬施設が

検出されてぃます。出土遺物等が なく時期 ,

性格は不明です。

l号墳の移F水溝及び墳丘南側を検出中に

直径約 8mの大きな落ち込みがあることが

わかってきました。

この落ち込みからは,須恵器と弥生式土
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形状と大きさ

器が伴出しました。そのため殊生時代住居

址の可能性も考えて調査 した結果 ,地山に

掘 り込まれた弥生時代住居址が検出されま

した。

直径 7.5紀 の竪穴式円形 住居l■で ,同壁

溝があります。

柱穴が 6ケ所あ
`り

, 6本 の柱で屋根を支

えた比較的大きな建物です 。

中央には,直径 0,6■ ,深さ 0.4翻 のピ

ットが検出されました .

住居址のゴヒ辺部は古墳の下になっていま

す。

このことから,弥生時代住居址が先につ

くられ,そののち古墳が築造されたことが

わかります。

壷や甕 ,高杯の破片 ,器台等多 くの弥生

式土器や叩き石と思われる石器も出土 して

います。

この遺物から弥生時代後期 (3世紀頃 )

と考えられます。

大歳山遺跡の弥生時代住居址と今回検出さ

れた住居址はほぼ同じ年代です。
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舞 子古墳 群 関連 略年 表

年代 (西 暦 ) 付 近 の 遺 跡

代時
００
生

２
弥 今回調査の住居址 大歳山遺跡 (復元住居 )

300

400

500

代時
００
墳

６
古

このころ古墳が作 り

始められる。

前方後円墳の時代

群 集 墳の時代

仏教 伝 わ る

今回調査の古墳

ひさ ご塚

天王山 4号 墳

五色塚 古 墳

狩 口台 きつ ね塚

舞子 古 墳群

7o0

大 化 改 新

遣唐使 の初 め

火葬 の始 ま り

平 城 京 造 営

西神 89地 点
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壷

束 石 ケ谷 /号 墳

出三L ttt 4勿  1 / 4

長 脚 高 杯 戸
饗

変
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居 住 。小 山遺 跡 現 地 説 明会 資料

神 戸市 西 区 玉 津 町 居 住・ 小 山所 在

神 戸市 教 育委 員 会

昭和 58年 二月 23
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表 紙 説 明 S'T θ p出 土 須 恵 器

神 戸市 居 住 小 山住 宅 衡 区 整備 組 合 、

都 市 整 備 公 社 の協 力 を得 て調 査 を

行 な って い なす 。
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1.はじめに

調 査 地 区 位 置 図

居住・小山遺跡は,昭和 56年度に埋蔵文

化財の有無を確認する試掘調査にょって初め

て発見された遺跡です。

居住・小曲遺跡というのは,居住地区と小

山地区にまたがって存在しているため付けら

れた名称です。

慶 明 寺 古 墳 群

A  へW澤三

-6ユ ー



居住 。小山地区は,区画整理事業を行つて

おり,試掘調査の結果に基づいて,事前に 2

カ所の調査を行 つています。今回の説明会で

は,57年 11月上旬から調査を実施した B

地区 (約 2,400″ )について行うものです。

なお,A地区 (約 3,000″ )については,

現在調査中です。

さて,今回B地区で発見されたものは, 5

基の古墳 と土塁状遺構です。 5基の古墳は ,

北西の丘陵にある慶明寺古墳群に属するもの

と考えられます。このことから今回の古墳は ,

慶明守古墳群小山支群と一応呼ぶことにしま

す。この 5基の古墳は,後で述べるように中

世期に削平を受け,以後耕作土の下にあり,

調査以前には,ま った くその存在が知られな

かった古墳です。

イ
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2.周辺の地形 当遺跡は,明石平野を形成する明石川とそ
13こ k:〔

の支流炉谷川にはさまれた丘陵南端部の西側

台地に立地しています。この台地は南北約

650η ,東西約 300■ の広さです。この

ような中位段丘は,明石川東岸の平野町向井

周辺 ,同じく西岸の玉津町出合にも認められ

ます。これらはいずれも標高 30m前後です。

玉津町居住 ,田中付近の丘陵沿いの平野部で

は,扇状地の地形が読みとれます。

周 辺 地 形 図
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甥 =Ⅲ =子

範
方 顧

1、 新 方 遺 跡

2、 吉 田 南述 跡

3、 池 上 画 ノ池 遺 跡

4、 今 rH鎌 田赴 跡

5、 居 住 遺 跡

6、 田 中遺 跡

7、 池上 北 ,4跡
8、 ■ 谷 遺 跡

9、 Jヒ 】u府 遺 跡

16へ 南 別 府 遺 跡

,1、 lf「 十 キ /t tt11 1■ 跡

大 歳 山遺 跡

出 合 遺 跡

西 神 62地 点

王 塚 古 墳

天 王 山 古 墳 洋

鶏塚 も追
中村 古墳洋

印時古猿鮮

舞子  古猿 碑

12、

13、

14、

15、

16、

17、

18、

19、

20、

21、 投上銅聾 出土地
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3.周辺の遺跡 旧石器時代

，１
″′

狩
コノ

イｉ

約 2万年前の後期旧石器時代の石器が,明

石川流域の丘陵で点 々と発見されていますが ,

まだ生活の痕跡を残す遺跡は見つかっていま

せん。

次に,縄文時代にはいると,周辺でも大き

な遺跡が発見されています。西区の元住吉山

遺跡では後期後半oIL器と炉址が発見されて

いますし,垂水区では大歳山違跡 (前期末 )

舞子浜遺跡 (中期 )などが知 られています。

弥生時代になると,明石平野の各地に遺跡

が出現しています。まず,近畿地方で最も古

い弥生時代の遺跡として有名な,玉津町吉田

遺跡があげられます。他に前魏の遺跡として

は,新方,片山,今津,居住,常本,西戸田

遺跡があり,明石平野の全域でほぼ一斉に稲

作を始めとする農耕が開始されたと考えられ

ます。

中期にはさらに増加し,平野部だけではな

く,丘陵上や斜面にも集落が営まれています。

平野部の代表的な遺跡 としては,玉津町新

方遺跡,丘陵に立地するものとして西神 50

地ブくの伊川中流域・頭高止i遺跡があげられま

す。

後敷の代表的な遺跡として,吉田南遺跡が

知 られています。

古墳時代に入ると,伊川谷町油和に天王山

4号墳 (4C中頃 方形墳 )が出務iし ,続い

て瓢塚の前方後円墳が構築されています。明

石川水系では王塚古墳 (前方後円墳 )が築か

-65-
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居 住 遺 跡

出土 須 恵 器

居 住 遺 跡 石製紡錘車

4.調査の概要

a)鎌倉・室町時代

れています。

5C末～ 6C初頭頃からは,直径 10～

15η の小型の古墳が群をなす「群集墳の時

代」に入 ります。現石川流域では平野町印路

や中村 ,西神ニュータウン内でみられます。

出合遺跡では,当遺跡と同じように削平さ

れた古墳群が発掘調査によつて明らかになっ

ています。帆貝式前方後円墳 1(全長約 30

■ ),円墳 2(直径 li■ ・ 12η ),方形

1基 (1辺約 10m)が 確認されており,時

期も 5C末～ 6C前半頃と,居住 。小山遺跡

と同時期のものです。

昭和 57年 11月 11日 より約 2,500″

対象に発掘調査を行 っていました。

その結果,中世のものとして室町時代後半

頃の土塁 ,堀 ,井戸 と13C後半須の柱穴 ,

溝,土ネ, 1lC頃の土茅墓などを確認しま

した。古墳時代の遺構としては,円墳 2基 ,

方墳 3基の同溝と柱穴,小児用と推定されて

いる甕棺が検出されました。

土塁 と堀に囲まれた空間は南北約 100紐

東西約 50■ です。土塁 と堀が二重にめく
゛
る

のではなく,西辺 をみると,地上の高さが低

いところは堀をうがち,高いところは土塁を

築いているようです。

堀は幅約 6η ,深さは約 1.5η です。南西

隅で L字形にまがっています。
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b)古墳時代

1号墳

土塁は長さ約 40mで 2本あります。高さ

は最も残有状態のよいところで 1.6冊 ありま

す。幅は東側のもので約 6■ ,西側で約 5m

を測ります。

井戸を 1基検出しました。直径約 2“ 深さ

3η で江戸時代にはすでに埋め戻されていま

す。

トレンチの北東部に方形を画する溝と柱穴

群が検出されました。柱穴は明確な建物址に

はなりませんでした。土ジ莉 1に 1ま ,土師質

の羽釜,椀 ,須恵質の担鉢 ,甕,白磁などが

出土しています。

古墳は 13Cに削平されており,周溝のみ

を検出しました。埋葬施設の数や規模は不明

です。埋葬施設の構造は,掘り方が残つてい

ないことなどから横穴式石室ではなく,木棺

直葬であつたと推定されます。

周溝は削平をうけた 13Cに最終的に埋め

られています .こ の時に多量の小さな円礫が

堆積しています。この円礫はおそらく木棺の

裏込めに使われていたと推定されます。

1辺約 6η の方形墳 と推定されます。北辺

と東辺の 1部を検出しました。周溝の幅は約

2■ で方形を呈し,深さは約 0.2η を測 りま

す。北辺で出土した土器群は溝底から浮いて

おり原位置を保っていません。円礫群は北辺

東半にありました。

直径約 9.5η の円形墳です。周溝の幅は,

-67~
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土 器 群 Oθ

1,0～ 2.Omでほぼ円形を呈し,深さは0.15

～ 0.25η を潰1り ます。土器群は 2カ 所にあ

ります。北東部では溝底に接して須恵器杯の

蓋と身がセットで出土しました。南幽部では

炭と焼土を伴い,須恵器甕が破片で出土 して

います。

南の墳丘斜面の東酉約 1.Oη 南北 0.5η の

範囲で火をたいた痕跡があります。

南北 7.0紀 東西 7.5■ の長方形塔です。周

溝は幅 1.o～ 2.0■ ,深さ 0.2η～ 0.25紀

を預Iり ,不整方形を呈しています。

土器群は 2カ所にあります。東辺 に中央 よ

りやや南の墳丘側斜面の 0.4η × 0.35mの

範囲に,整然と並べられてぃた 1群がありま

した。その内容は,須恵器,杯の蓋・身 7セ

ット(計 14個体 ),壷 1個体,土師器の増

2個体 ,壷 1個体です。もう一つの 1群は ,

西辺の中央よりやや南の墳丘斜酪に短頸壷 1

個体を杯の蓋と身で蓋をしたようにして出土

しています。円課群は東南部に集中的にあり

ました。

CH――一―

3機

上
＝
帝
――
―

禿
 

―



4王評養

5号墳

土 器 群 ェ

土器群 /θ 出土状 況 図

南北約 10紐 東西約 8■ の長方形墳です。

周溝は幅 2.Oη ～ 3.Om,深さ 0.2■ ～0.24

mを潰1り ,不整方形を呈してぃます。この角

溝の南辺は 3号墳の北辺 とつながっています。

土器群は南辺の中央より東allに杯が 2セ ッ

ト出土 してぃます。

爾辺のほぼ中央の墳丘斜面に直径約 o.4η

の炭 と焼土を合む深さ約 0.15mを測る壁の

焼けた土字が 1墓検出されました。

直径約 6.5紐 の円形墳と推定されます。し

かし方形墳の可能性もあります。周溝は幅約

2■ ,深さ 0。 1-o.2■ を測ります。

周溝の墳丘創面側に直径約o.4η ,深さ約

0.25紀 の土茅避安ち,6個体の有蓋高杯が

各々蓋をかぶせた状態で出土しました。

周溝がわずかに堆積した段階で,東半部一

面に炭が堆積しています。

周 溝 内 出 上 の 土 器

＼

中
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まとめ

古墳時代

以上発見された 5基の古墳の時期は,周溝

内の遺物から考えて, 5世紀未～ 6世紀初頭

t辞楽かれたと考えられます。埋葬施設は裏込

めに円礫を用いた木棺直葬 と考えられます。

慶明寺の山頂の平担部には,今回の古墳 と

ほぼ同規模の古墳が現存しており,復元の際

に参考になります。

明石川流域で横穴式石室が築かれるのは 6

世紀前半頃以降と考えられています。慶明寺

の丘陵や慶明寺地区の谷を望む斜面に横穴式

石室が築かれており,これらも 6世紀中頃以

降と推測されます。これら横穴式石室が採用

される以前は当遺跡のように木構直葬が主流

を占めていたと考えられます。

このように台地の平担部に築かれた群集墳

は出合遺跡の古墳や,|三木市高木古墳荘空どに

類例が求められます。これらの例から考えて

慶明寺を中心とするこの台地の上にも,まだ

数多くの古墳が存在するのではないかと推測

されます。

このように木棺直葬墳と横穴式石室を主体

とする古墳が混在する群集墳1ま ,県 下 で は

極めて貴重 な例と言えます。

近年当遺跡のように,後世に削平されて古

墳としての標識を失なつてしまい,その痕跡

(周溝など )が確認される例が増加していま

す。丘陵上の例としては,最近調査された龍

野市養久乙城山遺跡,玉津町出合遺跡など,

平野部の例としては大阪府内の各地の例など

があります。
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南北約 100■ ,束西約 50■ の範囲を土

塁と堀で画し,その内には今回の調査では井

戸が検出されただけでした。

土塁と堀を 1直線上につなく
S例

は余りあり

ませんが,おそらく当遺跡の場合は微地形や

用水を考慮した結果ではないかと推定されま

す。

問題は何のためにこのような防御施設を築

いたのかということですが,文献 1と 2か ら

推測すると,天文年間 (16世紀前半 )に築

かれた日輪寺の防御施設である可合旨隆もあり

ます。

いずれにせよ12世紀頃からこの台地の開

発が始まり, 16世紀代に急速に進んだと推

測されます。このような地域の歴史は,慶明

寺にある五輪塔やしばり地蔵によつて,現在

に伝えられています。

鎌倉時代以降

土塁 。堀
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土 器 群 θ 字出土 須 恵 器

土 器 群 θ よ出土 須 恵 器

土 器 群 /θ 出 土 須 恵 器
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土 器 群 /θ、出土 須 恵器

SKθ 2出 土 須 恵 器

よ号 墳 周 溝 内 出土 須 恵 器

STθ
'出

土 須 恵 器

ゝ
/

＼     鶏

革

/

字出土 須 恵 器
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西 戸 田 遺 跡 ス ラ イ ド 会

昭 和 よ 字年 度―～ 昭和
`ク

年 度 の調 査 成 果

月

　

　

員

和

　

　

一戸

昭
　

　

神

'7 
年  //

市 教 育 委

/″

会
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表 紙 説 明

G  ト レ ン チ SK0 3

弥生時代前期の甕

出 土
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1 はじめに

2 どうして遺跡があること

がわかるのイCし ょうか .

分布調査

神戸市教育委員会では,昭和 54年度よ

り, 57年にかけて圃場整備事業に伴い
,

発掘調査を行ってまいりました .

過去 4年間の発掘調査の成果をみなさん

にお知らせするため,ス ライ ド会を行うこ

ととなりました。

なお,調査については,地元の方々,土

地改良区,農政局.緑農公社の御理解と御

協力を得ました。

市教委ではっ文化財の保護を目的として ,

分布調査,工事の立会,資料,市民の皆さ

んからのお知らせなどをもとに文化財分布

地図を作成しようとしています。

西戸田地区では,分布調査の結果,遺跡

の存在する可含を隆がきわめて高いことがわ

かりました。

山ゃ畑を実際に歩いて,土器のかけら

が落ちている地点や,遺跡が存在するよ

うな地形を調べて地図上に落としていく

ことを分布調査と呼んでいます。
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3 何故,発掘調査をするの

でしょうか。

4 発掘調査はどのように行

うのでしょうか。

発掘調査で得られた成果は〕歴史を明ら

かにする資料となります。

また,工事等によって地下に埋もれてい

る貴重な歴史の資料を明らかにしないままぅ

こわさないようにするため行います。

西戸田地区では,分布調査に基づいて ,

試掘調査を行った結果,遺跡があることが

わかったので,発掘調査を行うことにしま

した。これは,国の文化財保護法という法

律によって,遺跡の調査が義務ずけられて

いるからです。

つまり,文化財が知らないままにこわさ

れることがないようにすることが,国民の

義務であるということなのです。調査の結

果,重要なものについては,子孫のために

残していくことも朔在生活している我々の

務めでもあるわけです。

分布調査の結果に基づいて,遺跡の存在

する可含留隆の高い所に試し掘り (試掘溝 )

を行います。そして,遺物が多 く含まれて
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5 土器は時代のものさし

6 西戸田地区での発掘調査

で,どんなことがわかった

のでしょうか .

稲作のはじまり

(弥生時代 )

いる層 (遺物包含層 )やD過去の人々の生

活のあと(遺溝 )が発見されると,その地

区を大きく掘り広げて発掘調査を行います。

普段の生活で使われた土器類は,こわれ

ると捨てられ,新しいものと取りかえられ

ます。そして土器は腐らたりせずに上の中

に埋もれて残ります。また土器は,必要に

応じて,形や大きさをかえてつくられ,様

々な紋様が施されたりします .

54年度から57年度にかけての調査で

西戸田地区では,殊生時代前期～室町時代

(奈良,平安時代を除く)の人々のさまざ

まな生活の様子がわかりました。

今から約 2,200年程前に日本に稲作が

伝わりました。それまでの日本の社会は,

.  卜と

▲石 の 収 穫 具  石 庖 丁
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G トレ ンチ S

8 生活の展開

▲竪杵 で自 をつ く弥生人

神戸市楼 ヶ丘 5号銅鐸 (国生 )

K03出 土 土 器

狩りや木の実を採って生活する,ま ったく

自然に頼った生活でした。

しかし,稲作がはじまり,自然に頼る生

活から自然に働きかけ水を利用し,田を作

り,自然から食物を得る生活へと変化して

ゆきました。

そのころの土器が,Gト レンチの土 赤

(SK03)か ら出上しました。

稲作を行うために耕地を広げ,水を引き

こむために水路をつくる作業をするために

は,土地を耕し,物を収穫し,それを調理

したり,保存したりする。
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窒穴柱層復原回
師
と
式
時
代
の
住
届

Cト レンチ住居止南か ら
節十八岡 竪穴住居復原岡

人間ひとりの力では,これらのことは不

可能です。

人々の大きなまとまりがこのような作業

を可能にしました。

Cト レンチでは,そのころの人々の住居

址が検出されました。

Ⅷ II ノ
勁lk

＼
.、工_//
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9 社会の変化

(古墳時代 )

10 国の統一

(奈良時代 )

トレ ン チ 出 土 土 器

トレ ン チ 出土 土 器

人々の集まりがムラというものを作 り出

し,ム ラ同志で協力する時があれば〕耕地

や水をめく
゛
って対立することもあったと考

えられます。ムラの中でも,ム ラとムラと

の間でも優劣がつき,年中働いている人も

ぃれば,その働いた人からものをとりあげ

るだけの人もでてきました .

つまり,平等な社会からカシラと家来と

いう形へと社会の変化がはじまってきたの

です。カシラは自分のもつ力を死んだあと

にも人々にわからせるために一般の人とは

違った大きな墓をつ くらせました。この大

きな墓に象徴される時代が古墳時代という

時代です。

日本のいたる所で,このような墓がつく

られ,王を中心とした国がいくつもできは

じめました .

この古墳時代のころの溝と土器がF.G

トレンチで出土しています。

一方,中国に目をむけると,このころ中

国では長い戦乱からようや く国が統一され ,

そ れ に 続 くた が 成 立 して い ま した 。
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貴族から武士の時代ヘ

(平安時齢 倉時代 )

日本は,この中国の王朝に使いを送り,

外国の優れた文明をとり入れようとしまし

た。そのひとつが法律によって国を治める

ということでした。日本も長い間,多くの

国々が争っていましたが,有力な王が国を

統一しました。国をまとめるために法律が

必要だったのです。そしてまたっ国を守る

宗教として仏教をとり入れることも行いま

した。

奈良や京都に政治の中心である平城京や ,

平安京が営まれ天皇を中心とした,それを

とりまく貴族たちによって日本の政治は行

われるようになりました。

しかし,貴族は,私利,私欲に走りっ政

治は腐敗してゆきました。そして貴族たち

は自分の土地や財産を守るために武器をも

った人々を養うようになりました。これが

武士のはじまりです。

武士たちは,こ うした乱れた時代の中で

土地を確保し,家来を増やし,次第に実力

をつけてゆき,武家による政権をうちたて

ていくようになるのです。
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｝工辞幹

一誉

この武士の時代のころの農村の生活をA,

B,Dの トレンチで垣間見ることができま

す。

慕 帰 絵 詞 よ り

以上・簡略に日本の歴史を西戸田地区で

発見された遺跡を対応させながら述べてき

ましたがっ支配者の内容が変わっても,農

村で働く人々の生活というものは,古墳時

代からあまり変化せず,草ぶき小屋のよう

な家で寝起きして,朝から晩まで働いてい

たと考えられます。
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信ギt山 縁起 (平安。12世紀X奈良・朝護孫子寺)
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西戸田地域 を中心 とした略年表

時代区分

旧石器時代

縄 文時代 元住吉山遺跡 自然の物を採集する生活

BC300

弥 生 時 代

AC300

西戸 田 G

常 本遺 跡

池上北遺跡

稲作がはじまる

吉墳時代

700

西戸 田 C

西戸田FD G・ 黒田

古墳がつくられはじめる

五色塚古墳

奈良時代 吉田南遺跡

律令政治はじまる

平城京

800

平安 時代
北別府遺跡

貴族の時代

平安京

1100

鎌倉時代
西戸 田 D

神出古al■群

西戸田A,B

武士の時代

1300

室 町時 代

1600

江戸 時代

林 崎堀 割 江戸幕府がひらかれる
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Cト レ ン チ平 面 図
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